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ナンノクロロプシスの培養

福田 将数・井上 顕

1. 目的

ワムシの培養、魚類（マダイ、ハマフエフキ、

スギ）および、甲殻類（タイワンガザミ）の種苗

Nannochloropsis生産に必要なナンノクロロプシス

（ 、 ） 。oculata 以下 ナンノ を効率的に供給する

2. 材料と方法

ナンノの培養は、屋外100KLコンクリート水槽6

面、70KLキャンバス水槽、20KLキャンバス水槽、

KL・FRP水槽12面を用いた。3

梅雨期、曇りや雨が続く時は、照度不足対策とし

て、低水位（ ）に、冬期は高水100KL水槽で17～18KL

位（ ）にと、培養時の水量は、季節や100KL水槽で30KL

天候によって変化させた。

KL当たり、カルキ（次亜塩培地には濾過海水 10

素酸ソーダ：塩素6ppm）500mLを添加して1時間殺

、 。菌し チオ硫酸ナトリウム150gで塩素を中和した

1時間放置後、硫安800g、過燐酸石灰150g、クレワ

ット32を40g添加し、1時間溶解させ、元種を接種

した。元種は培養中の原液ナンノ、または濃縮ナ

ンノを使用した。

ナンノの濃度は、毎朝培養水槽よりサンプルを

とり、トーマの血球計算盤を用いて求めた。

培養したナンノは2,000万細胞/mLを目安に、大

型池のワムシの餌料として供給したり、濃縮して

保存したり、元種として使用した。なお、ナンノ

の濃縮は荏原実業社製のナンﾉクロロプシス濃縮装

置ENRIKH100-Ⅱ（以下、濃縮装置）を用いた。

3. 結果

平成 年（ 年） 月～平成 年（ 年）17 2005 9 18 2006

月にかけ、 水槽を用いて 回培養を行った（表8 11 163

）。廃棄は 回と少なく、培養水位を調節した効果1 16

であると思われた。

ナンノの使用用途別の使用水量を表 に示した。2

総水量は、2000万細胞換算で3,772kLであった。最

も使用量が多かったのは、濃縮水量の3,352kLで、

次がワムシへの供給（266kL 、元種（76kL）であ）

り、大半が濃縮水量で占められていた。

使用量のピークは、ハマフエフキの種苗生産で使用

するワムシへの供給量が多い 、 月であった。また4 5

月以前はワムシへの供給量が増加するのに先立っ4

ナンノの保有量の増加に努めて、濃縮を行い、濃縮

た（表2、図1 。）

3 107表 に濃縮ナンノの生産量と使用量を示した。

回濃縮を行い、平均濃度 億セル の濃縮50 /mL

ナンノを8,125kL生産し、使用量は8,063kLであっ

た。ナンノの濃縮量は86%であり、平年並みであっ

た。

平成 ～ 年度期の淡水クロレラの購入箱数と金8 18

額の推移を図 に示した。購入した淡水クロレラは平2

18 V12成 年度期は、クロレラ工業製の淡水生クロレラ

（以下、 ）とスーパー生クロレラ （以下、V12 V12

SV12 600）で、キリン・アスプロ製フレッシュグリーン

（以下 ）は購入しなかった。FG600

は、ワムシの一次培養の餌料として、 はV12 SV12

二次強化の餌料として用いた。平成 年度期は、栽18

培センターの縮小の影響もあり、全体の金額が減少し

た。
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表 平成 年度期の水槽別のナンノクロロプシスの立ち上げ回数と廃棄回数1 18

表 平成 年度期の用途別ナンノ水量（ 万細胞換算）2 18 2000

図 月毎のナンノクロロプシスの使用量1

表 平成 年度期の濃縮ナンノクロロプシスの生産量・使用量3 18

図 淡水クロレラの購入箱数と金額の推移2
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